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令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比

２
・
５
％
増
の
２
０
０
４
億
３
７
０
０
万
円

余
、
過
去
最
高
額
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
の
実
施
す
る
定
額
減
税
に
よ

る
特
別
区
税
の
減
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
流

出
額
が
28
億
円
と
な
る
一
方
、
特
別
区
交
付

金
の
増
や
新
庁
舎
移
転
に
伴
う
転
出
補
償
金

に
よ
る
諸
収
入
の
増
を
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
新
規
・
拡
充
事
業
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
中
で
、
予
算
編
成
方
針
通
り
、

事
業
期
間
と
目
標
達
成
の
時
期
を
見
定
め
る

こ
と
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
整
備
費
用
な
ど
の
一
時
的

な
財
政
負
担
へ
の
対
応
に
よ
り
、
本
来
積
み

上
げ
る
べ
き
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
充
分
で

き
て
い
な
い
点
は
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
庁
舎
に
お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
、
区
立
学
校
の
学
校
給

食
の
保
護
者
負
担
軽
減
お
よ
び
給
食
費
相
当

額
の
私
立
学
校
等
保
護
者
支
援
、
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
の
拡
充
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
事
業
の
拡
充
、
不
登
校
児
童
生
徒
支
援

の
拡
充
、
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
用
助
成
、

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
等
導
入
助
成
の
拡
充

な
ど
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

予
算
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で
見
え
た
防
災
の

新
た
な
課
題
に
つ
い
て
は
補
正
予
算
を
編
成

し
て
の
対
応
も
見
据
え
る
べ
き
で
す
。

　

不
断
の
事
業
見
直
し
を
行
い
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
区
民
に
寄
り
添
う
政
策
に
創

造
力
を
発
揮
す
る
区
政
運
営
を
求
め
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、
公
立
小
中
学
校
の
給

食
無
償
化
、
高
齢
者
補
聴
器
助
成
な
ど
、
会

派
と
し
て
求
め
て
き
た
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。

引
き
続
き
私
立
学
校
保
護
者
支
援
に
つ
い
て

は
現
金
給
付
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
新
た
な
機
能
を
備
え
た
新
庁
舎
へ

の
区
民
の
期
待
は
大
き
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
さ
れ
る
と
と
も
に
、
職
員
の
働
き
や

す
さ
や
ス
キ
ル
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
跡
地
も
含
め
た

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
は
区
内
外
を
問
わ
ず
、

羨せ
ん
ぼ
う望
の
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て
い
る
。
区
民

の
期
待
に
十
分
に
応
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
。

　

最
も
憂
慮
す
べ
き
点
は
、「
新
た
な
財
政

運
営
の
考
え
方
」
に
則

の
っ
と

っ
た
予
算
編
成
に
な

っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
将
来
の
財
政
需

要
を
想
定
し
て
基
金
残
高
の
確
保
に
努
め
る
」

と
し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
整
備
基
金

と
義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
積
立
額
は
と
も
に
「
０
」
で
、

区
有
施
設
の
減
価
償
却
相
当
額
の
25
％
を
各

基
金
へ
積
み
立
て
る
と
の
財
政
規
律
で
さ
え
、

順
守
で
き
て
お
ら
ず
、
自
ら
示
し
た
「
財
政

運
営
の
考
え
方
」
に
則
っ
た
予
算
編
成
と
は

考
え
難
い
。
今
後
、
物
価
高
騰
や
社
会
情
勢

を
加
味
し
、
施
設
の
改
修
改
築
、
経
常
的
経

費
の
掛
か
る
事
業
な
ど
を
精
査
し
た
う
え
で
、

持
続
可
能
性
の
あ
る
行
財
政
運
営
を
実
現
さ

れ
た
い
。「
中
野
の
未
来
の
た
め
の
予
算
」

が
未
来
の
子
ど
も
達
へ
の
負
担
に
な
ら
ぬ
よ

う
に
と
願
う
。

　

２
０
２
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
２
０

０
４
億
３
７
０
０
万
円
と
、
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
は
堅
調
で
、
特
別
区
税
は

３
６
２
億
６
０
０
０
万
円
で
過
去
２
番
目
、

特
別
区
交
付
金
は
４
５
４
億
円
で
過
去
最
大

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
基
金
積
立
額
も
増

加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
予
算
は
、
区
立

小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
等
助
成
、
非
木
造
住
宅
耐
震
改
修

等
助
成
な
ど
、
切
実
な
住
民
の
願
い
に
こ
た

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
住
宅

支
援
、（
仮
称
）
高
校
入
学
支
援
金
、
不
登

校
支
援
の
充
実
を
は
じ
め
、
が
ん
患
者
へ
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
、
区
内
中
小
事
業

者
支
援
、
省
エ
ネ
機
器
導
入
に
対
す
る
支
援

拡
充
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
物
価
高
騰

で
苦
境
が
続
く
住
民
・
事
業
者
が
多
い
中
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
が
お
こ
な
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
重
要
で
す
。
一
方
で
、
中
野
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
関
連
費
等
に
２
７
４

億
円
余
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
区
民

負
担
の
増
加
を
招
か
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
生
活
援
護
課
に
寄
せ
ら
れ
る
生
活
相

談
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
所
得

や
国
民
健
康
保
険
料
執
行
停
止
件
数
な
ど
を

み
る
と
、
住
民
の
中
に
経
済
格
差
が
広
が
っ

て
お
り
、「
公
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、

よ
り
一
層
、
重
要
で
す
。
ま
た
、
国
内
や
世

界
情
勢
を
み
て
も
、「
憲
法
擁
護
・
非
核
都

市
」
の
宣
言
を
お
こ
な
う
中
野
区
と
し
て
、

平
和
行
政
の
推
進
も
重
ね
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団
は
議

員
定
数
削
減
前
の
議
員
報
酬
引
上
げ
に
反
対

し
ま
し
た
が
、
他
の
全
会
派
等
の
賛
成
多
数

で
残
念
な
が
ら
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
定

数
削
減
の
早
期
実
現
を
引
き
続
き
主
張
し
ま

す
。
令
和
６
年
度
予
算
は
一
般
会
計
で
２
０

０
４
億
３
７
０
０
万
円
と
前
年
比
約
48
億
円

（
２
・
５
％
）
増
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算

で
す
。
当
会
派
が
要
望
し
て
き
た
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
事
業
開
始
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利

用
支
援
事
業
拡
充
、
医
療
的
ケ
ア
児
関
連
施

策
大
幅
拡
充
な
ど
基
本
構
想
に
沿
っ
た
政
策

が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
評
価
し
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
三
点
指
摘
し
ま
す
。
一
点
め

は
終
活
支
援
総
合
窓
口
事
業
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
支
援
員
派
遣
事
業
、
加
齢
性
難
聴

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
な
ど
東
京
都
が
市

区
町
村
支
援
の
た
め
予
算
化
す
る
事
業
を
速

や
か
に
取
り
入
れ
て
頂
く
こ
と
。
二
点
め
は

予
算
精
度
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
の
確
立
。

令
和
４
年
度
決
算
で
の
不
用
額
１
１
５
億
円
。

令
和
６
年
度
予
算
で
経
常
費
用
改
善
額
と
し

て
可
視
化
で
き
て
い
る
の
は
わ
ず
か
４
・
３

億
円
。
真
に
必
要
な
額
だ
け
を
計
上
し
て
い

る
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。
三
点
め
は
他
区

と
比
較
し
て
防
災
対
策
に
遅
れ
が
な
い
か
の

再
点
検
。
23
区
の
う
ち
19
区
で
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
新
耐
震
基
準
で
２
０
０
０
年
ま
で

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
耐
震
診
断
、
改
修
費

用
助
成
が
中
野
区
で
は
予
算
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
筋
肉
質
の
予
算
で
の
区
民
に
役
立
つ

多
く
の
政
策
の
執
行
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

　

現
区
政
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
道
路
・
公

園
、
区
有
施
設
、
学
校
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ハ

ー
ド
整
備
事
業
は
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
今
後
10

年
間
で
百
億
円
単
位
の
見
込
み
差
が
生
じ
る

可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ハ
ー
ド
整

備
以
外
の
ソ
フ
ト
事
業
費
で
も
新
規
事
業
等

の
費
用
が
雪
だ
る
ま
式
に
経
常
経
費
化
し
、

令
和
２
年
度
１
９
９
億
円
か
ら
令
和
６
年
度

３
４
１
億
円
、
５
年
間
で
71
％
、
１
４
２
億

円
増
加
し
、
実
質
的
な
歳
入
に
対
す
る
ソ
フ

ト
事
業
費
の
比
率
は
令
和
２
年
度
24
・
７
％

か
ら
令
和
６
年
度
37
％
の
１
・
５
倍
と
な
り
、

財
政
を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
綻ほ

こ
ろ

び
は
区
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
運

用
に
現
れ
て
お
り
、
歳
入
が
堅
調
で
あ
る
直

近
２
年
間
に
お
い
て
積
み
立
て
る
べ
き
と
こ

ろ
、
切
り
崩
し
の
方
が
多
く
な
り
、
結
果
区

の
貯
え
は
減
っ
た
。
特
に
区
が
毎
年
積
み
立

て
る
と
明
言
し
て
い
た
学
校
等
の
建
替
え
費

用
を
令
和
６
年
度
予
算
で
実
質
０
円
と
し
、

こ
れ
か
ら
多
く
の
区
有
施
設
の
改
修
が
控
え

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
全
く
貯
え
が
さ
れ
な

い
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
基
金
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

の
売
却
益
も
底
を
突
き
か
ね
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
ビ
ル
ド
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
構

造
改
革
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
歳
出
抑
制

な
ど
様
々
な
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
も
見
直

し
は
皆
無
で
、
速
や
か
な
事
業
の
適
正
な
見

直
し
が
急
務
で
あ
る
。
将
来
世
代
へ
の
責
任

を
果
た
す
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

立
憲
・
国
民
・
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
議
員
団

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

自
由
民
主
党
議
員
団

区
民
に
寄
り
添
う
政
策
に
創
造
力
を

中
野
の
未
来
見
通
す
力
を
！

「
公
」
の
役
割
を
果
た
す
中
野
区
へ

筋
肉
質
の
予
算
で
区
民
に
役
立
つ
政
策
を
！

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

令和６年度令和６年度
予算に対する予算に対する 各会派各会派のの見解見解

　

議
員
提
出
議
案
「
中
野
区
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ

れ
、
本
会
議
及
び
委
員
会
に
出

席
し
た
場
合
の
日
額
旅
費
を
廃

止
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

年
間
約
９
０
０
万
円
の
削
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

中
野
区
議
会
議
員

中
野
区
議
会
議
員

の
費
用
弁
償
（
日

の
費
用
弁
償
（
日

額
旅
費
）
を
廃
止

額
旅
費
）
を
廃
止

し
ま
し
た

し
ま
し
た


